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丹波地方におけるミカン栽培について(第 3報)

極東寒波による温州ミカンの被害について

塚本 正 美 ・北山古代治*

Studies on the Orange Growing in the Tanba District III 

The lllJury of orange orchards in the severe far-eastern cold wave 

恥fasamiTSUKAMOTO and Kiyoii KITAYAMA 

冬季寒冷な気候を特徴とする丹波地ブIjlC， ミカンが導

入されたのは1957年であるが，以米暖冬がつづき，生育，

結実ともにかなりの成績を示してきた.しかし1963年の

1月は，異常低i"llllζ見舞われ，若木が大部分である丹波

地方のミカ ンは， 甚大な被害を受けた.

柑縞t¥J，自の北限にある丹波地方は，冬季の低机がj主iZ
の適否を決定するため，m者等は1960年以来，局地気候

羽、

第 l図兵庫県下年平均気温図

ホ兵庫県立氷上農高教諭

木研究の要旨は1964年度園芸学会秋季大会1(.於て発表
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の観測と調査を継続実施している.今回は栽培の中心で

ある.兵五tI県氷上郡春日町のミカン園lζおいて，極東寒

波の観測と併せて寒害の状況を調査したので，その概要

を~Iζ報告して， ミカンの耐寒栽培技術体系についての

資料に供したい.

I 地質と地形

ミカン栽培の中心地である春日町は，秩父古生屑の経

厳買の埴主義土が多いので，地質母岩と しては， ミカン栽

培土撲に適地といえる.土壌条件としては理学性は良好

であるが，化学柑:は強酸性 (pH5. 0~5. 3)で，極fl1;，

応摘が全般に少ない.

窓口町はW1， 2図lζ示すように，いわゆる丹波高原

の西納に位丙し， 日本海と瀬戸内海岸より，それぞれ約

50kmの地点にあり，東西15.8km，南北8.25km，総面

fIt 80平方km ， 周囲には標高 400~600mの山が散在し，

東西1L長い盆地形である.ミカンの栽培は主として山の

斜面を利用 し， 標高 100m以上のと乙ろに栽培が行われ

ている . 傾斜はか-45 0 1(，及ぶが，大半は20~300 である .

年平均気焔はwcで，来暑のきびしい内陸的気候を，そ

の特徴と している.

E 調査方法

ミカン園の分布状態，および寒波の観測箇所は第2図

lζ示す通りである.観測所6カ所と ，{也lζ最高低減のみ

を測定する箇所を設けて，地形による気温の変化を中心

lζ観測した.

被害調査は主園地56箇所を選んで調査した.また栽培

地の地区別の寒害程度をもあわせて調査した.

E 調査結果および考察

1 極東寒波の1963年 1月の観測地点531]!とみた日最低
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第 1表 1月の日最低気温表 (1963年)oc 

所在日王忌両二五野|野上野|野上野|野上野|七日市|天 王|国 領|鹿 場

地形|平 地|急傾斜|急傾斜|急傾斜|急傾斜|急傾斜|緩傾斜|急傾斜|平 地

方位|一|東南|西|北|北京|東|束|南|

園主|能勢実義|能勢太郎|義積幸三郎|上山忠男|義積幸三郎|上見克明|荻野和巳|松本正雄|畑二三郎

1 - 3.3 1.9 - 4.0 - 3.5 - 4.8 - 3.0 - 3.0 - 2.5 

2 - 4.5 3.0 - 4.0 - 4.0 - 4.0 - 3.0 - 3.0 - 2.2 - 2.7 

3 - 6.4 4.2 - 5.0 - 5.0 - 4.5 - 5.0 - 3.5 - 2.5 - 3.5 

4 - 2.2 1.2 - 2.3 - 2.0 - 2.5 - 1.0 - 1.0 - 1.5 - 1.5 

5 - 5.6 3.8 - 5.0 - 5.0 - 5.5 - 4.0 - 3.0 - 3.5 - 4.1 

6 - 2.0 1.2 - 2.0 - 3.0 - 4.2 - 1.2 3.0 - 2.0 - 1.3 

7 - 1.0 1.2 - 1.0 - 1.0 - 2.2 - 0.5 - 1.0 - 1.2 - 1.0 

8 - 3.0 0.5 - 0.8 - 1.5 - 2.0 0.0 - 0.5 - 0.5 - 1.5 

9 - 8.5 7.8 - 8.5 - 9.6 -10.2 - 7.0 - 7.0 - 9.2 -11.5 

10 - 1.5 0.2 -LO - 1.0 - 1.5 0.0 0.0 - 0.5 - 1.0 

11 - 4.2 1.8 - 2.5 - 3.0 - 2.8 - 1.5 - 1.5 - 0.5 - 3.2 

12 - 9.0 5.0 - 7.2 - 6.5 - 7.8 - 6.0 - 6.0 - 5.0 - 8.0 

13 - 9.0 6.0 - 7.0 - 6.8 - 7.5 - 5.3 - 4.5 - 6.5 - 7.5 

. 
14 -12.0 6.0 - 6.8 - 6.8 - 6.3 - 6.5 - 5.0 - 5.3 - 9.5 

15 -10.5 5.5 - 6.5 - 7.0 - 6.0 - 6.3 - 5.5 - 3.8 - 8.5 

16 -12.0 8.0 - 9.5 - 9.5 -10.0 - 8.5 - 8.0 - 7.0 -12.0 

17 - 7.4 3.0 - 5.5 - 7.2 - 7.0 - 6.0 - 6.0 - 7.0 - 7.5 

18 - 2.5 - 0.5 - 0.5 - 0.5 - 2.0 - 0.3 - 2.0 - 1.3 - 2.0 

19 - 4.0 - 2.0 - 2.8 - 2.4 - 4.5 - 3.0 - 1.5 - 2.5 - 2.0 

20 - 8.0 - 3.5 - 5.5 - 3.5 - 7.0 - 6~5 - 5.5 - 5.0 - 8.0 

21 - 3.0 - 1.5 - 2.5 - 2.5 - 1.0 - 1.5 - 1.5 - 2.0 - 2.0 

22 - 6.0 - 4.5 - 7.5 - 6.5 - 4.5 - 6.5 - 7.0 - 5.0 - 6.5 

23 - 9.0 - 6.5 - 7.5 - 7.5 - 8.2 - 6.8 - 6.0 - 6.0 - 7.0 

24 - 8.2 - 6.5 - 8.5 - 9.0 - 9.8 - 8.0 - 9.0 - 8.4 - 7.0 

25 - 8.5 - 7.0 - 9.0 - 8.0 -10.0 - 8.2 - 8.0 - 8.2 - 9.5 

26 -10.0 - 7.5 - 8.0 - 9.0 - 9.3 - 8.3 - 6.5 - 6.2 - 9.5 

27 - 8.0 - 5.5 - 5.5 - 5.0 - 7.3 - 7.0 - 5.5 - 5.2 - 9.0 

28 - 8.3 - 6.5 - 7.5 - 6.0 - 8.7 - 7.0 - 5.5 I 7.0 - 8.0 

29 - 2.5 0.0 - 2.0 - 0.0 - 3.0 - 1.5 - 2.0 - 4.3 - 3.0 

30 - 4.5 - 1.5 - 3.5 - 3.0 - 4.5 - 3.3 - 2.0 - 2.0 - 3.5 

31 - 8.6 - 6.5 - 8.0 - 8.0 - 8.5 - 7.0 - 6.0 - 6.3 - 7.5 
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気温は，~D 表lζ示すjffi りである .

地形による温度差が，かなり明隊IC出ている.すなわ

ち平地では-120Cという低樋他を記録したが，傾斜地の

中胞では-80_-90Cにとどまっている.

次lζ主な低温日を取り出 して，低極温と低温の持続時

間を地形別iζ比較してみると，貫12表のj湿りである.

豊臣婚u敬 2201' 
4E地<<>幼灯h

是 | ゑ'~t! I川
砕 1r.J山 .2.0
F1.6 ・， 0

長|脚???同
盟~，よ4
'.11 汚， 1，6 
宙 16 ，4咋

話島根路島

* 包剥例

~~ 2 図 *~日 町におけるミ カン闘分布図

i:l12表 1月の低温日 における低掛値と継続時数 1963年

ミ品 - l 1

12-13H 13-14日 14-15日

低温栂 I続ふ予時選間 低 額卜|時m下間 低恥トk附7。以下H日低梅 lG70以下 低 極 I時?以下間nn 

黒 井 '1'. 地 -7.1 0.2 -6.5 0.7 -7.6 0.4 -10.9 4.2 -8.1 3.0 

鹿 場 司'. 地 -11.5 6.0 -8.0 9.0 -7.5 3.0 -9.5 5.0 -8.5 2.5 

天 :f 緩傾斜 -7.1 0.3 -5.5 。-4.8 。-4.7 。-5.5 。
FI4 領 急傾斜 -9.2 2.7 -4.9 。-6.4 。-5.2 。-3.7 。
野 上 野 急傾斜 -7.8 2.0 -5.0 。-6.0 。-6.0 o -5.5 。

15-16R 23-24日 24-25日 25-26日

低問 i品7
0
以雨 低 板~ìi I~でJ70以で川I 低 ~I時7

0以下rm 低板i川下
時 間 時間

-10.6 3.5 -6.8 O -7.9 1.2 -8.1 3.2 

-12.0 8.0 -7.0 1.0 -9.5 6.0 -9.5 8.0 -12.0 i 48.5 

-8.0 2.2 -8.9 9.4 -8.2 5.9 -6.5 。-8.9 17.8 

-6.9 。-8.4 4.0 -8.2 2.2 -6.1 。-9.2 8.9 

-8.0 2.2 -6.5 0.2 -7.5 1.2 -8.0 5.6 

xtH 
井|平瓦T
場

王

傾

野
上

鹿

天

国

野
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温州ミカンの低温障害をうける ー7
0C以下の持続時間

を爾べてみると 1月の合計において，平地では48.5時

間，緩傾斜地で17.8時間，急傾斜地では5 . 6~8 . 9時間と

大きな差を認めた.平地閣は低極温，持続時間ともに，

傾斜地IC比べて寒害を受け易い環境lとあるといえる.

2 傾斜度別および方位}jIJ最低気温を比較調査した結

果は第 3図，および第 3表lζ示す如く ，平地園は傾斜地

園より全般に気温は低い.傾斜方位別の最低気温を，冬

木 4カ月について比較してみると，いずれも東南面が他

の方位よりも高温となっている.乙れを図表化したもの

c' 
0 

-~ 

-10 
平主也

綴jt~ 舛

走、傾斜

5 

字 司被符!t

J主主易 一
久王 11' 

喜子上野 .zf 

。ー

が第4図で，方位別は傾斜度ほどの温度差は認められな

いが，東南面は東，北，西面より制度が高く，なかでも

西函は温度が全体的に低くなっている.西面lま低視方位

で回避すべきである.

3 極東寒波による被害概況調査を行った結果は，第

4表(1.2)のi湿りである.平地図で枯死し，他作物K転

換したものは調査から除いた.落葉程度が70%の激しか

ったものが大部分であったが，同一菌でも傾斜の11))肢が

被害が少なく ，次いで上部，下部と被害が大きく，地形

差が見られた.

~O II 30 

tf~ 3図 傾斜度別の最低気侃の比較 1963.1

1963 

1 

2 

東南|西南|西 | 北 | 束| 南

lu山 lLJI 
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栂j~lな低視が訪ずれたため ， 平地図は"1fìんど凍死14ーとな

り，Jtは枯れたまま，ながく樹lζ十l手当'するという特徴を

示した.平地閣に比べて，傾斜地の中腹部は温度条件が

よく ， 凍死~も少なく，被害ははるかに少なかった . j(1.; 

冷地では気侃の逆転居をねらった楠裁が有利である.

j;()5図は，樹園地の寒害程度を地区別に調査したもの

であるが，丹波ミカン栽培の発端となった野上野 (ノコ

ノ)郎務は，他地区IC比べて被得は軽い傾向を見受ける.

また国傾地区の長谷大池も被~&が縫いが， ここは大きな

問池!とIfIIしており ，池による気象の影響によるものかと

も考えられる.i也は異;干a低温でも結氷をみなかっ た.

，羽査園の地区別被害程度は， tf~ 5 表の辺りである . ilJ，¥1 

1空関数 56.その而'K'(18h日であるが， 1!lt枯死は11.2%で，

かなり大きな寒害を受けた.特に平地のE霊場(カンパ)，

j)J木の多い天主(テンノウ)¥と被告の多いのが注目され

λ. 

編学E聖廿エ

春日町は従来から殆んど気象的防除法ーを講じなかった

が， No. 36， No.54の樹園地では，藁被覆をしたので，

落葉程度は他の閣に比べて較し被覆防寒法の効果が注

目される.特に板東寒波では， 厚い密閉状の被覆が効果

的であった.また同じ落葉程度であっても，被覆したも

のは無被援に比べて，新化球;の再生力が;;rtlい傾向を示し

た.

4 ~1:!;:は低仰と 25凪による障'占に大別されるが，丹

波地方では，低11υとよる凍25が問題となる.しかし極東

寒波は，雪による校おれ等の被安もかなり受けた.また

悶XlI， 1965 

(1) 1963~ 1月の板東寒波は，近年例をみない厳しい

ものであった.m主j也ブiも -6
0

C--12
0

Cという低極iOtt
を平地l剥で記録し，会悶枯死という被害を受けた.気象

M.!d!IJの此場からみて，冬季の地形による温度分布は複雑

で，かなりの地形差を生じ，乙の点が寒筈程度と密接な

関係にある乙とを認めた.

(2) 匁告は柿:々な要閃によるものであるが，栽培管:PH

の良好な闘は被害が怪く， 耐寒生PIHC好影響を与えるも

約要lY 

、.1 A ;'il 
C'I、， ~ 

.，‘ 

W~ 4 同ブJ位別m:低気品1の比較

(1962.12~1963.3) 

. . 

イドIIIIIJJ 963.7 ト1.!i}{Olei皮によるミカンの集計状i比

51 
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(1) There has been severe far.eastern cold wave 

in JanuaJy 1963 in recent years. Minimum air 

temr-eratures of _60C -120C have been recorded in 

flat orchard in the Tanba district and most trees 

have be巴nin damaged orchard. According to the 

meteological observation， distribution of air tempera-

ture during winter period varied with topographycal 

differences and these intericate variation of air 

temperature was closely related to extent of cold 

InJury. 

(2) Cold iniury has occurr巴dfrom various causes. 

第 7巻第1号

12 

第 6図 寒害軽微だった東南斜而中腹部

在日町野上野能勢太郎氏関

(Jls 38.9.20扱)

4 
のと考察される.

(3) 傾斜角度の点においては，傾斜地の中政が最も机

皮条件がよく，寒冷地では，冬季気飢の逆転回の生成さ

れる地帯を確認して.栽培すべきである.

(果樹悶芸学講座.附40.8.31受F]!)

8 

Summary 

Trees in orchard of good management were sufferecl 

less damage and good management may be effective 

in against cold injury through the affecting tree 

physiology. 

(3) Ha!f way up the inclination was good for 

orange growing during winter period at the point 

of air temperature. In cold area tree must be 
planted in region where inversion layer was formed. 

(Laboratory of Pomolygy， 

Received Aug. 31， 1965) 
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